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五城目高校ホームページ：http://www.gojome-h.akita-pref.ed.jp/

五城目高校のわだいを定期的にお届けします!

県内の高校を卒業後、整体や鍼灸などの勉強に
励み、現在は神奈川県横浜市にある医療系のフィッ
トネスクラブで働いている佐藤さん。自身を「好奇心
が旺盛な性格」だと語る佐藤さんがMrs of the 
Yearに出会ったのは、SDGｓについて勉強をしてい
る時期に、オンラインを通じて当コンテストの長野県
大会運営の方と知り合ったことがきっかけでした。

佐藤さんは、Mrs of the Yearの「年齢や性別に
とらわれず愛と感謝にあふれた女性になろう」という
コンセプトに惹かれ出場を決意。２度目の挑戦となっ
た今年の長野県大会で見事グランプリを受賞しまし
た。大会当日までは、ウォーキングやスピーチ、衣
装やメイクに関する講習会に参加し勉強に励む日々。
グランプリまでの道のりは大変だったそうですが、佐

藤さんは、「グランプリ獲得後は、身近な人はもちろ
ん、SNSを通じて知り合った人からも祝福の言葉を
いただけた。大会で活躍する自身の姿を通じて、本
当の自分を表現することの大切さを、地元である五
城目町のみんなに伝えたい」と語ります。

11月４日から５日にかけて東京都で行われる全国
大会では、男女含め約400人が参加予定とのこと。
佐藤さんは、「一つのことに夢中になれるのはとても
貴重な経験だと思う。全国大会ではグランプリを目
指して、自分史上、最高に輝けるよう頑張りたい。
会場へぜひ応援に来て欲しい」と話してくれました。
※�Mrs of the Year：2020年に誕生した、全国の20歳以上の女性（年
齢制限なし）を対象としたミセスコンテスト。今年の全国大会は11月
４日㈯から５日㈰にかけて、東京都新宿住友ビル三角広場で開催予定。
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五城目小学校体育館で行われた
ヴァイオリンコンサート。ステージ
奥に見える緑が美しかったです。

〜優勝をめざし熱戦をくりひろげた３日間〜

校内クラス対抗を開催

バスケットボール

綱引き オセロ

五城目町のみなさま、Alo−ha!　集落支援員の八嶋美恵
子です。あっという間に季節は巡り、街路樹が色づいて、
冬の足音が聴こえてきそうです。
「芸術の秋」といいますが、わたしは五城目に来てから身
近に「アート（ART）」に触れる機会が各段に増えました。
先月は「五城目みんなの学校」企画で「劇団四季」元団
員の俳優さんによる指導の下、有志町民が本人役で出演す
るオリジナルミュージカルの公演がありました（２日間で練
習したとのこと‼驚きです）。またドイツ在住ヴァイオリニ
ストの演奏会は、町民の皆さまと、小学校全生徒向けに実
施することができ、間近で響く音色のシャワーを浴びること
ができました。
大きな美術館や劇場に行っても「才能のある人はすごい

なぁ」という観賞になりがちです。しかし専用の設備ではな
かったとしても、身近で「ほんもの」に触れ、実際に体験し
たり、感じたことを言葉にしたりすることで、自分だけの豊

かな経験が育まれるのだと思います。
また、室内で行なわれる「芸術」だけではなく、日々表
情を変える森山や自然のサイクルを教えてくれる田んぼや
畑、野鳥や虫、雪深い土地ならではの食や風習など、五城
目で生きる暮らし全体が「アート（ART）」となっていて、
その大きな繫がりを感じながら人間の生み出す芸術にも向
き合えることが有難いな……と感じます。
さらに、空き家リノベーションや、自宅づくりで大工さん

にお世話になり、実際に自分たちも手を動かして、パテ・漆
喰・ペンキなどを塗ったり、材料や仕上げ方のこだわりにつ
いてお話しを伺ったりすることで、職人さんの姿勢からも
「アート（ART）」を学ばせていただいています。
ほかにも五城目には多様な「その道のプロ」がいらっしゃ
り、それぞれの方と直にお話しできることも豊かさなので
はないでしょうか。これからも、そんなみなさまからお話し
を聴ける日常を心から楽しみたいと思います。
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11月の予定

1日㈬　防災講話・避難訓練
15日㈬　生徒会役員改選（立会演説会）
24日㈮　秋田地域企業ガイダンス（２年生）

10月４日〜６日の３日間、校内クラス対抗
を開催しました。種目は次のとおりです。
バスケットボール（男女）、バレーボール（男
女）、バドミントン（男女）、卓球（男女）、綱
引き、長縄跳び、オセロ
７月の大雨の影響で陸上競技場が使えな
かったためリレーとソフトボールはできなかっ
たのですが、３日間大いに盛り上がり最高の行
事となりました。
❖バドミントン（男子） 優勝	 ３年Ａ組　戸井田□□
チームメートが応援してくれたので、熱い気
持ちで試合に臨みました。音を置き去りにする
くらい速いスマッシュが何度も決まりました。
３年間、無敗だったことが最高の思い出です。
❖バスケットボール（男子） 優勝	 ３年Ｂ組　千葉□□
クラスには運動神経が良い人が多く、その
中でも最強のメンバーで対戦し優勝しました。
試合に集中していましたが、クラスの仲間の

声援がしっかりと聞こえました。
❖長縄跳び優勝	 ３年Ｃ組　二田□□
練習はしなかったのですが、クラスの団結力

が強かったため38回飛んで優勝しました。３
年連続優勝です。丁寧にしっかりと縄を回して
くれた人がMVP（最優秀選手）だと思います。
❖オセロ優勝	 ２年Ｃ組　鈴木□□
３人１組で対戦しました。２人のおかげで、
あきらめずに決勝まで進むことができて本当
に良かったと思います。優勝が決まった時はす
ごくうれしかったです。
❖総合優勝	 ２年Ａ組　中村□□□
３年生との対戦では何度も負けると思ってい
ました。しかし、総合ポイントで結果的に全校
優勝することができました。体育の授業ではク
ラス対抗を意識した練習をし、最終日まで勝ち
にこだわった試合をしてきました。来年は２年
連続優勝を目指します。

12月1日㈮～１０日㈰に特設人権相談所を開設します
秋田人権擁護委員協議会と秋田地方法務局では、下記
の日程で特設人権相談所を開設します。
「子どもや高齢者への虐待」、「いじめや体罰」、「近隣

との争いごと」、「インターネットによる誹謗中傷」など、
人権に関するお悩みや困りごとはありませんか？ひとり
で悩まず、お気軽にご相談ください。

▼特設人権相談所の開催日・会場
開催日 会　　場 開催日 会　　場

12月 1日㈮ 農村環境改善センター（井川町）
12月 5日㈫

男鹿市民ふれあいプラザ（ハートピア）（男鹿市）

12月 4日㈪

青年婦人会館ロマンの里（ハ郎潟町） 若美コミュニテイセンター（男鹿市）
市民センター飯田川館（潟上市） 12月 8日㈮ ウエスター（西部市民サービスセンター）（秋田市）
市民センター昭和館（潟上市） 12月 9日㈯ 大潟村公民館（大潟村）
市民センター天王館（潟上市）

12月10日㈰
にぎわい交流館AU　４階研修室５（秋田市）
五城館（五城目町）

▼開設時間　午前10時～午後３時 ※�法務局では、平日（午前８時30分～午後５時15分）
も人権相談所を開設しています。

問　秋田地方法務局人権擁護課（☎862・1443）


